
             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

山
の
よ
う
に
あ
っ
た
雪
も
す
っ

か
り
融
け
、
桜
花
爛
漫
、
木
蓮
の

真
白
な
花
が
咲
き
誇
る
な
ど
自
然

の
為
せ
る
業
の
大
き
さ
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。 

 

四
月
一
日
、
平
成
二
十
七
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
職
員
体

制
は
館
長
を
含
め
四
名
体
制
と
な

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
夕
鶴
の
里
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
民
話
会
ゆ

う
づ
る
」
と
「
夕
鶴
の
里
友
の
会
」

の
役
員
が
一
新
し
、
新
役
員
の
下

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
五
年
の
開
館
以
来
、
民
話

口
演
を
通
じ
て
民
話
の
心
を
広
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
心
の
豊
か

さ
を
育
み
、
地
域
に
伝
承
さ
れ
て

き
た
「
民
話
」
や
「
伝
統
文
化
」

を
後
世
に
語
り
継
ぐ
役
割
を
担
っ 

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

            

今
後
と
も
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
の
民
話
伝
承
館
「
夕
鶴
の
里
」

が
よ
り
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
ま
す
よ
う
関
係
者
一
同

一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

 

会
長
を
努
め
て
い
た
多
勢
久
美

子
さ
ん
が
、
三
月
末
で
民
話
会
を

退
会
さ
れ
、
四
月
か
ら
、
前
副
会

長
の
菅
野
敏
子
さ
ん
が
会
長
と
な

り
新
会
員
も
四
名
加
わ
り
、
十
五

名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

会 

長 

菅
野
敏
子 

副
会
長 

 

白
岩
け
い
子 

松
橋
信
子 

会 

計 

戸
田
節
子 

新
会
員 

齋
藤
和
子 

 

佐
々
木
恵
子 

 
 

 

安
部
晶
子 

 
 

 

高
橋
弘
美 

            

 

  

 
 

  

四
月
十
九
日
、
午
前
十
時
三

十
分
、
夕
鶴
の
里
で
、
平
成
二

十
七
年
度
友
の
会
総
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
４
期
に
亘
り
会

長
を
努
め
て
下
さ
っ
た
渡
邊
さ

ん

が

任

期

満

了

の

為

退

任

さ
れ
、
新
会
長

に

伊

藤

進

司

さ

ん

が

選

ば

れ
ま
し
た
。
他

に
、
二
名
の
理

事

が

退

任

し

下

記

の

通

り

新

役

員

が

総

会

で

決

ま

り

ま
し
た
。 

 

友
の
会
新
役
員 

会
長 

 

伊
藤
進
司 

副
会
長 

安
部
晶
子 

柿
間
秀
昭 

理
事 

 

高
橋
弘
美 

髙
野
淳
子 

 
 

 
 

佐
々
木
恵
子 

 
 

 

竹
内
浩
子 

平
山
万
貴
子 

                      
 

       



      

●
第
十
六
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」

六
月
～
七
月 

 

毎
週
土
曜
日 

 
 

公
開
講
座
・
・
・
閉
校
式 

七
月
二
十
五
日
（
土
） 

 

●
第
十
三
回 

民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

七
月
五
日
（
日
）  

 

 

●
第
十
六
回 

夕
鶴
の
里
「
民
話
ま
つ
り
」 

 
 

 

十
月
四
日
（
日
） 

 

●
第
十
七
回 

夕
鶴
の
里
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 
 

 

十
月
十
一
日
（
日
） 

 

●
場 

 

所 

夕
鶴
の
里 

語
り
部
ホ
ー
ル 

 

     

★
昔
の
あ
そ
び
体
験 

 
 

 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 

 

★
出
前
養
成
講
座 

（
漆
山
小
学
校
・
中
川
小
学
校
） 

十
二
月
～
一
月 

 

三
回
講
座 

 

関
連
事
業 

 
 

◇
第
六
回 

「
お
き
た
ま
語
り 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

・
六
月
二
十
八
日(

日) 

・
会
場 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

・
時
間 

 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

・
内
容 

 

大
人
の
語
り 

 
 

 
 

 
 

子
ど
も
の
語
り 

      

 

ま
ゆ
の
里
推
進
会
議(

川
合
ひ

さ
子
会
長)
の
事
業
で
、
こ
の
度
、 

『
南
陽
の
シ
ル
ク
の
歴
史
を
訪
ね

て
』
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
二
台
設
置
さ

れ
ま
し
た
。 

 

【
蚕
糸
業
の
歴
史
】 

鶴
の
恩
返
し
の
物
語
で
機
織
に
用

い
ら
れ
た
糸
は
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た

も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。 

古
く
か
ら
、

こ
こ
南
陽
で
は

養
蚕
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
米
沢
藩

主
で
あ
っ
た
上

杉

鷹

山

の
奨

励
に
よ
る
飛
躍

的

な
発

展

を

経
て
、
明
冶
か
ら
昭
和
の
は
じ
め

に
か
け
て
、
南
陽
で
生
産
さ
れ
る

生
糸
は
そ
の
品
質
で
世
界
的
な
名

声
を
得
る
ま
で
に
成
長
し
ま
す
。 

 

南
陽
の
発
展
に
貢
献
し
た
養

蚕
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
ま
し
ょ

う
～ 

１
、 

糸
作
り
の
は
じ
ま
り 

２
、 

蚕
糸
業
の
成
立 

３
、 

南
陽
か
ら
世
界
へ 

４
、 

養
蚕
の
い
ま 

 
 

大
き
く
四
つ
に
分
け
、
説
明
と

共

に

大

変

貴

重

な

映

像
が
見
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、

足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、

ご

覧

下

さ

い
。 

   

    

多
勢
久
美
子
さ
ん
が
、
三
月

末
を
も
っ
て
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る

を
退
会
さ
れ
ま
し
た
。 

 

多
勢
さ
ん
、
長
い
間
、
楽
し
い
語

り
を
聞
か
せ
て
下
さ
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

  

                           

◆日時    ６月６日（土）午後１時３０分～開講式  

      ６月～７月の毎週土曜日  午後１時３０分～３時（全８回）  

◆場所    夕鶴の里  

◆対象    民話・語りに興味のある初心者の方  

◆内容    こどもの部とおとなの部に分かれて民話を語る練習をします。  

      ７月２５日（土）の閉講式に公開講座として夕鶴の里の舞台で語ります！  

◆参加料    無料  

◆締め切り  ５月２９日（金）  

◆申込・問合せ     夕鶴の里   ４７－５８００  

※申込者には、後日詳細をお知らせします。  


